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 ３月２２日の小田原市議会３月定例会において、

２０２４年度予算が承認されました。 

 これまで義務的経費の扶助費(約200億円)につい

ては説明してきましたが、次に予算額の大きいその

他経費(約300億円)とその中の物件費(約140億円)

他について説明します。（図１、図２） 
 

■その他経費とは 

 その他経費には、物件費、補助費等、貸付金、投

資及び出資金、積立金、繰出金、維持補修費等があ

ります。 
 

物件費：主に物品の購入に係る経費  

 委託料、需用費（除維持修繕）、使用料及び賃借

料、報償費（記念品）、役務費（除保険料）、旅

費、備品購入費、工事請負費（除却費）、原材料

費（除工事）、交際費 

 委託料については裏面で説明します。 
 

補助費等：団体に対する負担金や補助金、報償費等  

 報償費、役務費（保険料）、負担金及び交付金、 

 補償補填及び賠償金、償還金利子および割引料、

公課費 

  図２より2016年度以降約２０億円増加していま

す。これは、下水道事業特別会計が企業会計に移

行したことによるもので、2015年度までは繰出

金として支出していたものが、2016年度から補

助費等に分類される負担金及び交付金として支出

することになったためです。 
 

繰出金：他会計への金銭支出   

 特別会計（国民健康保険、介護保険、後期高齢者

医療、広域消防等）と水道、病院、下水道事業へ

の繰出金 医療介護関係の特別会計が年々増加。 

  図２より、2000年度に介護保険が始まりまし

た。また2013年度に広域消防事業に係る職員の

人件費(約17億円)、公債費(約3億円)、投資的経

費等(約2億円)を一般会計から特別会計に移行し、

同額２２億円の繰出金を計上しました。 

９０,６０４円 
情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

印刷代(月刊武松用紙代)      ２０,０００円 

交通費(駐車場、燃料代、高速代 )   １２,１３４円 

会場費                ７００円 

通信費(折込代、携帯電話代 )      ５７,７７０円   

支出計 24/3/1～24/3/31          ９０,６０４円 

３月の支出(図書､備品、慶弔、飲食除く) 

下水道企業会計 

広域消防 

介護保険 



月刊武松 第２１８号 討議資料 

  

■お知らせ■ 
５月の月刊武松発行配布は中止します。 

４月と５月の議会報告会は中止します。 

５月３日の北條五代祭りには、甲冑を着てパレードします。 

   HP         X(twitter    facebook          

                                                  

 委託料の増加について 
 おもて面の図２よりその他経費のうち物件費が

2021年度以降伸びていることが分かります。 

 図３に2024年度予算の物件費(139.3億円)内訳

を金額の多い順に円グラフで示します。 

 

 表１に物件費の多くを占める委託料の変化を目的

別増加額順に並べたものを示します。 
 

  表１ 委託料の変化（目的別） 

■物件費の内訳について 

 図３より、物件費(139.3億円)の61％(83.3億

円)を委託料が占めていることが分かります。次が需

用費(除維持修繕)の20％(26.6億円)となり、この

２つで81％を占めています。 
 

■総務費の委託料増加要因について 

 表１は、図２の物件費の増加が始まる前年度の

2020年度と2024年度の委託料の変化を目的別に

増加額の多い順に並び替えたものです。 

 これより、委託料全体で約16億円増加(+23.8%)

し、委託料増加額の多いものは、総務費で１０.８億円

(+111.7%)、次いで民生費の４.３億円(+158.0%)と

なっています。 

 主に増加した総務費の委託料について、その総額

と主な増加要因を次に示します。 
 

２０２０年度  ９億6598万円 
 

２０２１年度 10億4231万円 

主な増加要因 

 市民ホールに係る設備等の保守管理委託料など 
 

２０２２年度 12億2269万円 

主な増加要因 

 市庁舎ホール・議会LED化委託料、市庁舎中央監

視盤更新委託料など 
 

２０２３年度 19億2760万円 

主な増加要因 

 公共施設包括管理委託料（総務費に集約） 
 

２０２４年度 20億4476万円 

主な増加要因 

 基幹業務システム標準化委託料、地域ポイントア

プリ運用保守委託料など 

 ４月からびん類・かん類の資源ごみ回収が、月２

回になります。 

 回収数増加による委託料は、衛生費のごみ収集運

搬事業委託料で、2024年度予算額で7億7851万

円（前年+５５５９万円）となっています。 

 特にかん類の回収を２回にしてもらいたいという

要望が寄せられていたため、ありがたいです。 

目的別 
委託料（億円） 

2020 2024 増加額 増加率 

総務費 9.66 20.45 10.79 111.7% 

民生費 2.75 7.08 4.34 158.0% 

衛生費 31.14 31.95 0.81 2.6% 

商工費 1.72 2.01 0.29 17.0% 

教育費 14.92 15.20 0.28 1.9% 

農林水産業費 1.30 1.32 0.02 1.2% 

労働費 0.01 0.02 0.01 70.5% 

議会費 0.07 0.06 -0.01 -15.4% 

消防費 0.01 0.00 -0.01 -97.3% 

土木費 5.73 5.21 -0.52 -9.0% 

計 67.30 83.29 15.99 23.8% 

2024年度 

物件費 

139.3億円 

びん･かん類が月２回の回収に 


